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新 規 制 定 の 地 盤 工 学会基準案 「直接測 定 に よ る環 境 化 学 分 析の た め

の 土 中ガス 試料の 採取方法」， 「環境化学分析の た め の土中ガス 試料

の 能動的採取方法」， 「環境化学分析 の た め の 土中ガ ス 試料の 受動的

　　　　　　　　採取方法」 へ の 意見 に対す る検討結果の 報告

地盤工 学会基準部
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　新 規学 会基 準案 「直接測 定 に よ る環境化 学．分析の た め

の L中ガ ス試料 の 採取方法」，「環境化学分析の た めの 上

中ガ ス 試料 の 能動 的採取 方法 」，「環 境 化 学 分 析 の た め の

t．1中 ガ ス 試 料 の 受 動 的 採 取 方 法 」 を 「土 と基 礎 」 平 成

17年 1 月 号 で 公 示 し，基 準案 を 学会ホー
ム ペ ー

ジ に 掲

載 して （公示 期間 平成 17年 3月31H ま で ），会員の 皆

様か らご意見を募 りま した。その 結果，会員の 皆様 か ら

の 意．見は ござ い ませ ん で した が，基準部 お よ び 「環境化

学分析の た め の 上 中ガ ス 試料の 採取方法．某準化委員会」

に お い て 修正 意見が ご ざい ま し た 。

　修正 意見に 対 し，原 案 を作成 した 「環境化学 分 析の た

め の 土 中 ガ ス 試 料 の 採 取 方 法 基準 化 委 員会 」 で 検 討 した

上 で ，そ の 結 果 は 「地 盤．調 査 規 格 ・．某 準 検 討 委 員 会 」，

「基準部会」 な ら び に 「理 事会 」で 審議
・
承認さ れ ま し

た。こ こ に，そ の 結果 俵
一 1〜表

一3 ）をご報告 い た

し ます。

　今後 とも よ ろ し くお 願 い 巾 し Lげ ま す。

表
．− 1　 基準案に 対す る意 見 へ の 検討結 果 〔環境化学分析の た め の

．
十二中ガ ス 試料の 直接 導入 に よ る採取方法 ）

No ． 、見　容 化　
．ロ

云 の 見 基 準　 の ．正

且

基 準名称 が 「直接 測定 に よ る環境化 学 分析 の た

め の 上 中 ガ ス 試 料の 採 取 方法 」 で は、直接測 定

が環境化 学分析の
一

手法 で あ り、環境 化学分析
の た め の 能動的採取 ま た は 受動 的採 取で も直接

測 定 とい う方法が 取 りえ る よ うな誤解 を 招 く．
能 動 的採 取、受 動 的採 取 の 基 準 名 称 との 整合性

も考慮 した基 準 名 称への 変 更 が 望 ま しい 。

意見 の とお り、能 動的採取や 受動

的 採取 にお い て も直接測 定 とい う

環境化学分析 方法が あ る と誤 解 を

与え る 名称 で あ っ た の で 、能動的

採取、受動 的採 取の 2 基準 との 名

称 の 統
一

性 に も配 慮 した か た ち で

の 基 準名 称 の 変 更 が 必 要 で あ る．

墓準 名称 を 「環 境化 学分析の た め

の 上 中 ガ ス 試 料の 直接導人 に よ る

採 取 方 法」 に 変 更 す る．こ れ に よ

り、直接 導 入 は 試 料 採 取 方 法 の
…

っ で あ り、能動的 採取、受動 的採

取 と並 列 に な る ．

2
上 記 1の 基準名称の 変 更に 伴 い 、英文名称の 変更

も必 要で あ る 。

意 見 の とお り、基 準 名 称 の 変 更 に

対応 して 英文 名称 も変 更す る必 要

が あ る。

基 準名称の
’丶更に ロわせ 、英文名

称 を
”Method 　ofSQil 　Gas　Sampling

by　Direct　C 。nduction 　R）r

Environmental　Chemical　Analysis
”
に

7 ’．』
　 る

3

匸．文 中　 「環境 化学分析 に お け る 土 中ガ ス の

直接測定 に供す る ため の 土 中ガス 試料 を不飽 和

七の 闇隙中か ら採 取す る方法j の 部分 を 基準名

称 変 更 に 伴 っ て 修 正 す る必 要 あ り。

意 見 に従 い 修正

「環境化学分析 の た め の 土中ガ ス

試 料 を不 飽和 土の 間隙中か ら直接

導 入 に よ り採取す る 方法」

43 ，d　 文 中　 測 定器
・〉測 定 器 また は検 知 管 意 見 に 従 い 修 正 測 定 器 ま た は検 知 管

53 ．d　 永久ガ ス → e 永 久ガス 意見 に 従 い 修正 e 永久 ガ ス

63 ．e 　 揮 発物 質→ 揮 発 物 質 意見 に 従 い 修 正 量揮 発物 質

74
．a ） 直接導入法→測 定器 直接 導入法

基 準名称 で 総括 し て 直接導 入 と呼ぶ よ うに し た

こ とに伴 う変更

意見 に従い 修 正 測定器 直接導 入 法

85 ．2　直接導入 法 → 測 定器直接 導入 法 意見 に従い 修 正 測定 器 直接導 入 法

96 ．文 中　直 接導入 法→測 定器 直接 導入 法 意 見 に従 い 修 正 測 定器 直 接導 入 法

106 ．1　 直接導入 法 → 測 定器 直接 導入 法 意見 に 従 い 修 正 測 定器 直接 導入 法

116 ．1 本文 　直接導入 法→測定器 直接導人法 意 見に 従い 修 正 測 定器 直接導入法

里26 」．4d 参考　 直接導入 法→測定器 直接導入 法 意 見 に 従 い修 正 測 定器 直接導入 法

137
．り　採 取 した 上 中 ガ ス の 試 料 の 臭 気 を必 ず 報

告事項 に す る必 要 は ない の で は ない か 。場合 に

よ っ て は危険性 も ある。

7．の 備 考で 臭い 等が 把握 で きた 場

合 に つ い て も そ の 性 状 を報告 す る

こ とが 望 ま しい と して い る の で ，
あえ て 1）と し て 報 告事項 に入 れ て

お く必 要 は な い と判断 し た 。

7．1）を削 除

147 ．m →1　 （1を削 除 した こ とに 伴 う変更 ） 意 見に 従い 修正 且

157 ．n ・m 　 　（i を削除 した こ とに伴 う変更） 意 見 に 従い 修正 m

16 参考図 1 直接導入 法→測定器 直接導 入 法 意 見に 従い 修正 測定器直接導入 法
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表
一1　 つ づ き

175

．L2、6．L4　a ）密詮の 方法に 幾っ か パ ターン があ

り、幾っ か の 組み 合わ せ が 書い て あるが、それ ぞ れ

区別 して意味の あるこ となの か 。どの 方法で もよけれ

ば、どこ か に 密栓の 方法を記 載して 、それ 以 降は

「密栓する」とできると思う。

そ れ ぞ れ の 方 法に お い て、代表的

な 密栓方法 を示 す もの で あ り、区

別 して 示 す方 が誤 りが な い と考 え

られ る。

修正 なし

181 ．「濃度値で ある」は 「濃度で ある」では ない の か 。 意見 に従 い 修 正 濃度 で ある

汚 染 され た 土 の 調 査 を行 う場合 を

想定 し、被 汚染防止 用具 の 装着 を

195
．L5 「汚染された 土 の …

」とあ るが、本基 準で も土

は 汚染 して い るの か。
定 義 して い る。6．1．2 備考 に示 し

た 通 り、被 汚染防止 用具 は 試料採
修 正 なし

取地 の 状 況を考慮 して 選 定す る こ

と と して い る。

土 中ガ ス に は そ の 構 成成分 で あ る

永久 ガ ス お よび 含有成分 で あ る揮

発 物 質の 両方が含 まれ る。し た

「L 適用範 囲」にお い て 「測 定 対象は 永 久 ガス お よ が っ て、　 「3，a ）　 土 中ガ ス 」 の

ぴ揮発物質」とある。そして、「3．a ）上 中ガス 」で は 「ガ ス お よ び 蒸気」 に お ける ガ ス

20 「ガス および蒸気」とあるが、この 「ガス 」は「永久ガ は 永久ガ ス の み を指す もの で は な 修 正 なし

ス 」と記述すべ きで はない か 。「七 中ガ ス 」と「永久 ガ い 。土 中ガ ス の 定 義 は ISO ／FDIS

ス」の 関係が わか らない 。 10381一了　Soil　quality 　
一

Sampling −　part　7 ：　Guidance 　on

sampling 　 of 　 soil 　 gas に 則 っ た も
の で あ る。

ISO／FDIS　lO381
−7　Soil　quality

一Sampling −　part　7 ：　Guidance 　on

213
．a） 土 中ガス の 定 義で 出て くる「蒸気 」も定義す べ

きで は ない か。

sampling 　 of 　 sQil 　 gas に お い て も

特に vapour の 定義 を行 っ て お ら

ず、基準の 内容 か ら考 えて も詳細

修止 な し

な 定 義 の 必 要 性 が な い こ とか ら、
特 に 加 筆 は 必 要 な い と判 断 す る．
「土中 ガス の 組成分析 」 として 永

3、b） 「土 中ガ ス に含まれ る揮発 物 質」は 「土中ガス 久ガス にっ い て の 分 析の こ とを示

22 に 含 まれ る永 久 ガス お よび 揮発 物質」とすべ きで は して お り、定性 分析 お よび定量分 修正 なし

な い の か。 析は 揮発 物質の み に 対す る もの で

あ る。
JISAl221 ：2002 （ス ウ ェ

ー
デ ン

式サ ウン デ ィ ン グ試 験方法） にお

232 ．「（追補含む。）」の 「。」は 不要で はない か。
い て 同様 に記 述 が あ り、　 「 （追補

を 含む。） 」 とな っ て い る。JIS 修正 な し

書式 に 従 うとの こ とで あ る の で 、
「。」 を入 れ て い る。

245 ．L6　 文末の 「　 が
』
けて い る に

ん
い 修 正 「　 　 を

’
加

56 土 と 基 礎，53− 10 （573＞
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表一2　基準案 に対す る意 見へ の 検討 結果 （環境化学 分析び）た め の ⊥中 ガス 試料の 能動的 採取 方法 ）

No ． 見 亅谷
1

匕委
ロ

互 の 見 準　の 多 正

1

基準英文名称 に おい て，　 「for」 が ダブっ て使 わ

才し
’
（お り，　　「Soi ⊥　Gas 　Samples 」　，　　「Sojl　Gas

Sampling 」 と同 じ言葉が 重な っ てい る等，英 文
意見 に 従い 修正

基 準 英 文 名 称 を
”Melhod 　ofAcIiv 。

SoH　Gas　S  pling　br　Environmenta1

と して少 し違和感 が ある。 Chemical　Analysis”に 変更 す る。
24 ，1 文 末　　。」 が 抜け て い る。 意 見に 従い 修正 文 末 に 「。」 を追加

35 ．4 。 備 考　吸着材 → 吸　剤 意 見 に 従 い 修 正 吸 着剤

48
．f） ガ ス 吸 引 量→吸 引 ガ ス 量 　 （他 の 場 所 で

の 表 　 と　 △ させ る
意見 に 従い 修 IE 吸引ガス 量

＆ の 備考 で 臭 い 等 が把 握で きた 場
8，1） 採 取 した 土 中ガ ス の 試 料 の 臭気 を必ず 報 合に つ い て もそ の 性状 を 報告す る

5 告 事項にす る 必 要 は ない の で は な い か 。場 合に こ とが 望 ま し い と し て い るの で ， 8．Dを削除
よ っ て は危 険性 も あ る。 あえ て りと して 報 告 事項 に 入 れ て

お く必 要 は ない と判断 した。
68 ．m → 1　 q を削除 した こ と に伴 う変 更） 意見 に 従い 修 正 1
78 ．n →m 　 　q を削除 した こ とに 伴 う変更 意見に 従い 修正 m

5．1．2、6．1．4a ）、6．2．4　a ）、6，3．4（1）a）e）、6．3．4（2）a）e）

密栓 の 方法 に 幾っ か パ タ
ーン が あり、幾つ かの 組 み それぞれの 方法 に お い て、代 表 的

8 合わせ が書い てあるが、そ れ ぞ れ 区 別 して意 味 の あ

ることなの か 。どの 方 法 で もよけれ ば、どこか に密 栓

な密栓方法 を示 す もの で あ り、区

別 して 示 す 方 が誤 りが な い と考 え
修正 なし

の 方法を記 載 して、そ れ 以 降は 「密 栓 す る」とで きる られ る。
と思 う。

94 ．1 「脱気した状態の補集バ ッグ 」は 「脱 気 した捕集
バ ッグ では だめなの か。

同 じ意 味で ある。特 に修正 の 必 要

は ない と判断す る。 修正 なし

101 ．「濃度値で ある」は 「濃．で ある」で は ない の か。 意見 に従 い 修 正 濃 度 で ある

土 中ガ ス に は そ の 構成成分 で ある

永久 ガス お よび 含有成分 で ある揮

発 物質 の 両 方が 含 まれ る。した
「1適 用 範 囲」に お い て 「測 定 対象は 永久ガ ス 及 び が っ て、　 「3．a ）　 土 中 ガ ス 」 の

揮発物質」とある。そし て 、「3．a ）土中ガス 亅で は 「ガ 「ガ ス お よび 蒸気 」 にお け る ガ ス

ll ス お よび 蒸気」とあるが、こ の
一
ガ ス 」は 「永 久 ガス 」と は永 久 ガ ス の み を指 す も の で は な 修 正 なし

記 述すべ きで はない か。「土 中ガ ス 」と「永 久 ガス 」の い 。土 中ガ ス の 定義 は ISO／FDIS
関 係 がわ か らな い 。 上0381−7　S（，il　quality 　

一
Sampling −　part　7 ：　Guidance 　on

sampling 　 of 　 sotl 　 gas に 貝ID た も

の で あ る。

ISO／FDIS　10381−7　SQll　quality
一Samp ！ing−　Part　7 ；　Guidance 　Qn

123
．a） 上 中ガ スの 定義で 出て くる「蒸気 」も定義すべ

きで は ない か。

sampling 　 of 　 soil 　 gas に お い て も

特 に vapour の 定義 を 行 っ て お ら

ず、基準の 内 容か ら 考え て も詳 細

修正 なし

な定義の 必 要性 が ない こ とか ら，
特に 加筆は 必 要 ない と判断す る。
「土中ガ ス の 組成 分析 」 と し て 永

3．b） 「土 中 ガス に含まれ る揮発 物質」は 「土 中ガス 久ガ ス にっ い て の 分析の こ とを 示

B に含まれる永久 ガ ス および揮 発物質」とす べ きで は して お り、定性 分析お よび 定量 分 修正 なし

な い の か。 析 は 揮発 物質の み に 対す る もの で

あ る。
JIS　 A　 1221 ：2002 （ス ウェーデ ン

式 サ ウ ン デ ィ ン グ試 験 方法 ） に お

142 ．「（追 補含む。〉」の 「．」は 不 要 で はな い か。
い て 同 様 に記 述 が あ り、　 「 （追 補

を含 む。） 」 と なって い る。JIS
修正 なし

書 式 に従 う との こ とで あ るの で 、
「。」 を入 れ て い る。
「土 中 ガ ス を採 取 また は土 中 ガ ス

中の 測定 対象物 質を 捕集剤 に 捕集
3．d） 「測 定対 象物 質を捕集剤 に捕集 し採 取す るこ し採取す る こ と」 とし て お り、捕

15 と」とあるが、捕集バ ッグ法、減圧 捕集瓶 法で は 捕集 集バ
ッ グ 法、減 圧 捕集瓶 法 の よ う 修 正 な し

剤 は 用 い な い の で はな い か。 に捕集剤 を用 い ない もの につ い て

は
「

土 中ガ ス を 採取」 と して い

る。
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表一3　 基 準 案 に 対 す る 意 見 へ の 検 討 結果 （環境化学分析の た め の 十 中ガ ス 試料の 受動 的採 取方法 ）

No ． 、　　 谷 匕委　 耳 の 見 ．“　 の ，正

1

基 準英 文名 称に お い て ，　 「for」 がダブ っ て 使わ

れ て お り，　 「SollGas 　Samples 」 ，　 「Soil　 Gas
Sampling 」 と同 じ言葉が 重な っ て い る 等，英文

と して少 し違和感が あ る。

意見 に従 い 修 正

基準英文名称 を
”M ごth面 ofPassive

Soil　Gas　S  pling負）rEnvironmenta 亘

Chemlcal　Analysis’1に変更す る。
2 全 体的 に　 吸着剤，吸着材が混在 して い る． 吸着剤で 統一

す る。 吸着剤

34
．2，2b）は吸 着剤入 りチ ューブ を用 い る方 法に っ

い て の 記述 で あ り，4、4で 用 い る金線 の こ とが 書

か れ て い 　 の は 不 　 然 で あ る

4，2．2b ）か ら金 線 の こ とを 外 し，4．3
b）で 金 線 の こ とを 記載す る。

4．2．2b ）　卩　　 1　 り　 ユ
ー

ブ

＿，　　 4β　b） 金線 を試料採

取 深 さま で ．．．

47
，j） 採取 した土中ガ ス の 試料の 臭気 を必ず 報

告 事項 にす る 必 要は ない の で は ない か 。場 合に

よっ て は危 険性 もあ る。

7．の 備考 で臭 い 等 が把 握で きた 場

合に つ い て もそ の 性 状 を報 告 す る

こ とが 望 ま しい と して い るの で，
あ え て 報 告事 項 に 入れ て お く必 要

は な い と判 断 した。

7．j）か ら 「試 料 採 取 孔 内 の 土 中ガ

ス の 臭い 」 を 削除。

5 参考図 1 標題お よ び 図 中　吸 着材→吸 着剤 意見 どお り修 正 吸着剤
6 参 考図 2　標題 お よ び 図 中　吸着材 → 吸着剤 意見 どお り修正 吸着剤

74

⊥ 2、5．1．4、5，L5、5．2，4、5，2．5　密栓の 方法に幾
っ かパ タ

ー
ン があ り、幾っ か の 組 み 合わせ が書 い て

あ るが、そ れ ぞれ 区別 して 意味 の あるこ となの か 。ど
の 方法 で もよければ、どこか に密 栓の 方法 を記 載 し

て 、そ れ 以 降は 「密栓す る」とで きると思 う。

そ れぞれ の 方法に お い て、代 表 的

な密栓 方法 を示 す も の で あ り、区

別 して示 す方が 誤 りが な い と考 え

られ る。

修 正 なし

86
．a） 試 料 採 取 用 具 埋 設時 刻 → 試 料採取用 具埋 設

凵時
意 見 どお り修正 試 料採 取 用具 埋 設 日時

92
．d）　 「吸着剤 または金属 」 とあ るが、

「金属 」 は 「金線 」 の こ とで ある か。

金線 の こ とで ある。本基準 で は 金

線以 外 の 金属 を取 り上 げて い な い

こ とか ら、　 「金線 」 で 統
一

す る。
吸着 剤 ま た は 金 線

lo2

．c＞、2．　d）　 「吸 着剤お よ び金 線 」 、　 「吸着剤
ま た は 金 属」 とある が、　 「お よび 」 と 「また
は 」 は 使 い 分け て い るの か 。そ うで なけ れ ば 統
一

す べ きで あ る．

使 い 分 けて い る。2．c ）では 両方 を

指 して い るため 「お よび」 を使用

し、2．d）で は い ずれか
一方 を用 い

る場合 を指 して い る た め 「また

は 」 を使用 して い る。

修正 な し
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